令和８年２月５日　
東京都立芦花高等学校　

令和７年度　学校評価アンケート結果報告

１  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告）
（１）学校評価の観点
　　・本校の教育活動に対する満足度、理解度及び情報発信の取組について把握・分析する。
　　・生徒、保護者、教員、地域の回答から、教育活動の成果と課題を把握・分析する。
　　・自由意見欄の設定により、意見を具体的に把握する。
（２）アンケート調査の実施時期・対象・回収率
　　　・１２月　　　生徒　　　　対象：８１１人　　回収：７５０人　　回収率：　９２％
　　　・１２月　　　保護者　　　対象：８１１人　　回収：３５２人　　回収率：　４３％
　　・１２月　　　教職員　　　対象：　５０人　　回収：　４８人　　回収率：　９６％
　　・１２月　　　地域　　　　対象：　１９人　　回収：　１０人　　回収率：　５３％
（３）主な評価項目
  　　学習指導（５項目）、進路指導（４項目）、生活指導（５項目）、特別活動（２項目）、国際理解（１項
目）、教育環境（２項目）、広報活動（１項目）、学校運営（１項目）、学校満足度（１項目）、スクール・
ミッション（１項目）
について、「そう思う」、「ややそう思う」、「あまりそう思わない」、「そう思わない」の４段階で評価し、
肯定的な意見は「そう思う」、「ややそう思う」を合わせた数値として集計した。
　本校の学校経営計画に基づく教育活動の満足度、理解度及び情報発信の結果を把握するとともに、生
徒・保護者・教員の差異を明らかにし、課題を明確にするため、アンケート項目を共通化して実施して
いる。今年度も経年比較を行うため、アンケート項目は昨年度までのものを踏襲して実施した。
（４）評価結果の分析・考察
ア）学習指導
授業内容や指導方法についての教員と生徒・保護者との肯定的回答の差を縮めるためには、教員が、授業の達成目標を生徒に明確に示し、学習内容の振り返りを確実に実施させること、保護者に対して学力向上を図るための取り組みを発信することが必要である。生徒、保護者ともに、学習指導に関する５つの設問ほとんどにおいて肯定的な回答の割合が昨年度より低くなっている。ここ数年の学力を定着・向上させるための取組や夏季休業日中の１・２年次生対象の学力向上講習、３年次生対象の予備校の教室を貸切の講師による講習を行ってきたが、内容を精査し工夫を重ねていきたい。生徒の主体的な学びについては、学年が進むにつれて、割合が上昇し、主体的に学ぶ姿勢ができてきている。ＩＣＴ機器を用いたデジタル技術を活用した教育活動については、生徒・保護者ともに割合が減少している。
イ）進路指導
生徒、保護者ともに、学習指導に関する５つの設問ほとんどにおいて肯定的な回答の割合が昨年度より低くなっている。進路ガイダンスでは進路別（大学・専門学校・就職）に説明会を実施した。また、大学出張講義等を通じて、生徒が具体的な進路意識を形成する取り組みを実施している。９月に面接週間を実施し、履修説明会や全職員体制で３年次は特に長期休業中等を利用して、三者面談を実施し、進学指導を行った。また、３年次を対象に個別の進路希望に合わせた面接指導を実施した。このような取り組みについて、保護者に十分に理解されてなく、割合が減少した。進路の情報提供についても、昨年度に引き続き、単独の保護者向け進路講演会を実施し、多数のご参加があったが、保護者としては、三者面談の希望が１・２年生に見られ、進路情報の提供が低い割合になっていた。自学自習スペースの設置等については、十分な自習環境や時間を提供していることで、３年次生の勉強が定着してきている。
ウ）生活指導
生活指導に関する質問項目において、生徒・保護者の肯定的な回答の割合が全体的に昨年度比で横ばい傾向がある。その中で、挨拶励行や時間厳守についての項目は、保護者・教員ともに肯定的回答の割合が高い。本校はノーチャイム制で、時間の自己管理を指導している。また、相談機能の割合が昨年度より高くなっている。今年度から週1回から週３回スクールカウンセラーが来校し、生徒だけでなく保護者の相談にも応じていることで、相談できる機会が増えた。また、１年次の生徒を対象にスクールカウンセラーが全員面接を実施している。今年度は、定例で教育相談部会を開催し、生徒の教育相談の体制の強化を図った。教育相談部会では生徒が悩んでいる時に相談できる連絡先もTeams等で積極的に配信してきた。コンディションレポートなどを通して、体調管理などを行った。１年次を対象とした防災訓練を成城消防署、烏山総合支所地域振興課、世田谷ボランティア協会など外部機関との連携により実施した。今年度は、例年行ってきた実践的な訓練を実施しすることができ、防災教育を充実させることができた。次年度も継続して実施する。
エ）特別活動
[bookmark: _Hlk189587964]体育祭とけやき祭は、ともに人数の制限を緩和し、中学生や中学生の保護者、本校の保護者など多数の方々に参観もしてもらうことができた。合唱祭は３月に外部会場を借りて実施予定である。肯定的な回答の割合が昨年度比で生徒、保護者ともに減少した。部活動については、肯定的な回答の割合が、ほぼ横ばいであった。本校は運動系部活動が13、文化系部活動が13あり、全校生徒数に対する部活動への加入率は約80％を維持している。弓道部及び陸上競技部は全国大会への出場を果たした。地域行事などの地域への関わり合いは、地域で昨年度比で上昇した。
　　　　オ）国際理解
　　　　　　国際理解教育には、生徒・保護者ともに、昨年度比で高くなっている。今年度は、昨年度に引き続き海外研修旅行の実施、東京都教育委員会主催の海外研修への教員・生徒派遣、笑顔と学びの体験活動プロジェクトの国際理解教育など、国際理解に向けての各種の取組を実施し、成果を得ることができた。来年度に向けて、海外研修旅行を１年次・２年次で2カ国を予定し、更なる充実を図っていく予定である。
カ）教育環境
学校の施設・設備についての肯定的回答の数値は、昨年度比で低くなっている。設備については、開校より２０年以上経過し、大規模改修も行われていない状況で、老朽化が進んできている。清掃については、生徒は毎日の校内清掃に加えて、美化デーにおける全校一斉清掃に取り組んでいる。保護者が、行事や保護者会、面談等で来校していただく機会が増えている。より良い学習環境を今後も維持してするためにも、校内美化の強化に努めていく。
キ）広報活動
肯定的な回答の割合が横ばいとなっている。授業公開、夏季休業中の学校見学会、学校説明会等で、参加者が9000人を超え、昨年度比で約2000名増となっている。中学校への出前授業なども実施している。ホームページへの掲載数は増加しているが、更なる充実を含め保護者や地域の方々、また、中学生やその保護者に向けても本校の教育活動への理解が深まるよう、今後も取り組んでいく。
　　　　ク）学校運営
　　　　　　生徒・保護者の肯定的な回答の割合は横ばいとなっている。今年度よりClassiによる欠席・遅刻等の連絡体制の整備、代表電話への自動応答装置設置（平日：０時～８時１０分、１７時３０分～２４時、土曜日、日曜日、祝日、学校閉庁日：全日）等により業務の効率化に努めている。教員の肯定的な回答の割合は上昇したが、低い割合となっている。今年度の取組を生かし、次年度も業務の効率化、働き方改革を更に図っていく。
ク）学校満足度
学校満足度に対する肯定的な回答の割合は、各学年とも高い割合を示していて、全体で９０％、特に約９５％と３年次が高い割合となっているのは注目すべきところである。来年度も引き続き、学習指導、進路指導、生活指導、特別活動、教育環境、広報活動、学校運営の全ての面で充実を図り、学校満足度を更に高められるよう組織的に取り組んでいく。
ケ）スクール・ミッション
肯定的な回答の割合は、高い割合となっている。本校のスクール・ミッションは「自主、創造、誠実」を教育目標に、生徒一人一人の個性や進路希望等に応じた多様な学習や、キャリア・ビジョンを創造・具現するキャリア教育を通して、主体性をもって学びに向かう力、社会の課題を解決し価値を創造する力、豊かな人間性、協働性を持った人材を育成するというものであり、次年度も引き続き高い評価を維持できるよう組織的に取り組んでいく。

２　学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動改善事項
（１）学習指導
・引き続き、授業力改善と授業力の向上を目指す。
・模試分析会等の校内研修の継続により、更なる授業改善へつなげる。
・授業におけるＩＣＴ機器の活用方法の検討と促進を更に、進めていく。
　　　・自宅学習用課題や自学自習スペース、生徒が授業以外で学ぶ環境、学びに向かう姿勢の育成についての今年度までの取組み及び保護者への情報発信を維持する。
　　　・生徒のニーズに応えられるよう、朝学習や長期休業日中の講習や補習を充実させる。　
（２）進路指導
 ・大学による出前授業、上級学校説明会、大学訪問等を継続させ、生徒の進路意識のさらなる啓発に努めるとともに、保護者への情報発信に努める。
・志望校検討会、出願指導会を維持継続させ、第一希望実現に向けての組織的な体制を更に改善
し、個に応じた指導の更なる充実に努める。
　　　 ・保護者向けの大学入試説明会等の進路説明会を、保護者会等で実施し、進路に関する情報提供を行
い、大学進学へのサポートを強化する。
　　　 ・面談週間における二者面談や、三年次の全員の三者面談実施や、更に一・二年次の希望者への三者面談を通しての進路指導とともに、履修登録指導を行い、希望する進路実現をサポートする。
（３）生活指導
　　・地域と連携した防災訓練や避難訓練の更なる充実により、生活安全、交通安全、災害安全について
意識の向上を図り、危機を回避する実践的な力を身に付けさせる。
・学校が安心して過ごすことのできる居場所となるよう、教育相談機能のより一層の充実を図る。
・挨拶励行や時間厳守、登下校のマナー等、規範意識を培う指導を組織的・継続的に行う。


（４）特別活動
[bookmark: _Hlk220659999]・学校行事については、今年度同様、多数の方々が参観できるように工夫していく。
・学校行事について、生徒が行事に関わる機会を増やし、主体的に運営する能力を育成する。
・文武両道の実践を目指し、学習と部活動の両立ができる生徒を育成する。
・地域活動について、部活動やボランティア活動などの充実を図る。
（５）国際理解
　　・海外研修旅行（1カ国から２カ国へ）や、体験プロジェクトなどを通して、国際理解教育を推進・充実を図る。
（６）教育環境
　　・老朽化した施設の修繕を実施し、施設の充実を図る。
（７）広報活動
　　・学校行事や部活動等の学校活動について、ホームページの更新などを増やし、保護者、地域住民、中学生等に広く情報発信する。
　　・授業公開、夏季休業中の学校見学会、中学校への出前授業、学校説明会等について、一層の充実を図る。
　　・本校及び本校の受験を考える生徒や保護者、地域住民が学校の教育活動について理解を深められるよう、情報発信を維持継続する。
（８）学校運営
　　・業務の効率化を図り、教員のライフ・ワーク・バランスの実現を更に推進する。
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